
「縦」、「横」のネットワークによる広域的な交流・連携の推進

【目標】地域間の交流・連携を図るため、都市間距離や峠越を克服する。

■都市間所要時間の短縮（分）

H14

100分

H19目標

95分

強い東北の創造

H15～H19年度 供用延長

【定義】
隣接する地方生活圏中心都市(38都市）相互の

所要時間（都市はH14年度末現在）

東北地方の骨格道路ネットワークの整備状況

仙人峠道路［H19.3］供用 桃生登米道路［H19.6］供用

至 登米市

至 石巻市

河北IC

国道45号

目標達成
95分

地域高規格
路線名 供用年度

下北半島縦貫道路 13.2 km H16・H17
盛岡秋田道路 2.6 km H19
三陸北縦貫道路 1.5 km H18
本荘大曲道路 7.6 km H19
新潟山形南部連絡道路 1.2 km H15

合計 26.1 km

延長

高規格
路線名 供用年度

東北縦貫自動車道八戸線 15.6 km H15
東北横断自動車道釜石秋田線 18.4 km H18
日本海沿岸東北自動車道 48.9 km H18・H19
東北中央自動車道 29.2 km H16・H17・H18・H19
常磐自動車道 16.4 km H16
津軽自動車道 7.6 km H19
三陸縦貫自動車道 26.9 km H15・H16・H19
八戸久慈自動車道 7.2 km H16・H19

合計 170.2 km

延長



「縦」、「横」のネットワークによる広域的な交流・連携の推進

【目標】空港、新幹線駅、インターチェンジ等の高速交通拠点へのアクセス機能の向上を図る。

仙台空港アクセス鉄道１時間利用県内

■公共交通機関による第二種空港(A)への１時間アクセス圏内人口（万人）

H14

108万人

H19目標

215万人

強い東北の創造

仙台空港アクセス鉄道の開通（H19.3.18）

仙台空港アクセス鉄道路線図

仙台空港アクセス鉄道整備事業

目標達成

216万人



グローバル化に対応した「自立した経済システム」を支える基盤整備

【目標】産業競争力を強化するため、港湾の物流機能の充実、高速交通ネットワークの整備等を図り、
物流のスピード向上、コストの低減、安全性・定時性・信頼性を確保する。

石巻港における岸壁・泊地整備

石巻港雲雀野地区
中央埠頭第２バース(-13m)

■40,000DWT以上の船舶が貨物を満載して
着岸できる岸壁の充足率（％）

・石巻港雲雀野地区

主要事業

H14

４６％

H19目標

４９％

石巻港空撮写真

強い東北の創造

石巻港雲雀野地区中央埠頭第２バース（－１３ｍ）

（Ｈ１７供用）

釜石港

八戸港

能代港

酒田港

大船渡港

宮古港

久慈港

むつ小川原港
青森港

船川港

秋田港

石巻港

仙台塩釜港

相馬港

小名浜港

東北地方の重要港湾位置図

目標達成

４９％

ひばりの



【目標】河川氾濫や高潮、土砂災害、火山活動などの災害を防ぐため、防災施設の整備を行う。

■洪水が発生した場合の浸水被害軽減（戸）

H19目標

18,200戸増加

あらゆる災害に強い安全な地域づくり安全で安心できる地域づくり

・Ｈ１９：旧北上川分流施設改修（桃生、豊里、津山町）
・Ｈ１７：北上川上流 砂鉄川改修（一関市）

主要事業

北上川上流 砂鉄川の効果

平成14年7月11日洪水の状況

北上川

砂鉄川

川崎町如来地地区 東山町六日町地区

北上川

砂鉄川

平成19年9月17日洪水の状況

堤防整備堤防整備 浸水家屋なし浸水家屋なし

浸水家屋浸水家屋 ４１０戸４１０戸

平成17年度 砂鉄川堤防完成

目標達成

22,300戸増加

ものう とよさと つやま



【目標】河川氾濫や高潮、土砂災害、火山活動などの災害を防ぐため、防災施設の整備を行う。

■土砂災害から保全される戸数（戸）

H14

65,000戸

H19目標

74,400戸

あらゆる災害に強い安全な地域づくり安全で安心できる地域づくり

荒川遊砂地の整備（H19年度事業完）

・Ｈ１９：荒川砂防地（福島市）

・Ｈ１８：西川水沢皮砂防えん堤（西川町）

・Ｈ１７：生保内川遊砂地（仙北市）

・Ｈ１６：板橋栖沢床固（雫石町）

・Ｈ１５：鳥川第３砂防えん堤（大蔵村）

主要事業

阿武隈川水系における砂防事業のイメージ

砂防えん堤群

遊砂地

護岸・床固・帯工
大暗渠えん堤

第４床固

荒川第５えん堤

至
福
島
市
街
地

至
会津

大暗渠えん堤

第４床固

荒川第５えん堤

至
福
島
市
街
地

至
会津

吾妻山

ＪＲ福島駅

谷出口付近

合流点合流点

福島市街地福島市街地

阿武隈川阿武隈川

荒川遊砂荒川遊砂
地地

福島県庁

東北自動車道想定氾濫範囲

荒川流域

福島市街地における想定氾濫範囲

目標達成

78,900戸

あらかわ

にしかわみずさわかわ

おぼないかわ

いたばしあずまいざわ

からすかわ



【目標】雪による暮らしの障害を克服するため、冬期歩行空間確保など冬期バリアフリー対策を進める。
■消流雪用水導入事業により生活環境改善

効果が見られる受益人口、戸数

H14

46,200人

H19目標

73,400人

雪に強く、安心で快適な地域づくり安全で安心できる地域づくり

・Ｈ１８：岩木川 板柳地区
（北津軽郡板柳町）

・Ｈ１７：最上川上流 名木沢地区
（尾花沢市）

・Ｈ１５：岩木川 五所川原地区
（五所川原市）

主要事業

受益人口
（人）

H14

18,100戸

H19目標

28,100戸

受益戸数
（戸）

岩木川 五所川原地区の効果

地域一丸となった除雪が可能

通学路等の確保

従来は排雪場へ運搬、処理 消流雪溝への除排雪が可能

堆雪により道路幅が狭い

除排雪労力の軽減

平成15年度 五所川原地区消流雪事業完成

いたやなぎ

なぎさわ
目標達成

85,400人

目標達成

32,600戸



【目標】雪による暮らしの障害を克服するため、冬期歩行空間確保など冬期バリアフリー対策を進める。

流雪溝の整備により冬期でも歩行空間が確保

■冬期歩行空間確保率（％）

・流雪溝の整備
・消融雪施設の整備
・堆雪帯の確保 など

主要事業

H14

７７％

H19目標

８２％

雪に強く、安心で快適な地域づくり安全で安心できる地域づくり

【定義】
雪みち計画による冬期歩行空間確保延長に対する
対策済みの割合

消融雪施設の整備により冬期バリアフリー空間が確保

※青森県平内町 ※秋田県大館市

目標達成
82%

空気熱源
ヒートポンプ

整 備 前

整 備 後

整 備 前

整 備 後

ひらない おおだて



【目標】高度医療施設までの所要時間を短縮するため、「命を守る道路」など交通基盤の整備を図る。

日本海沿岸東北自動車道（本荘～岩城）及び仁賀保本荘道路の
開通［H19.9］による効果

■救命救急センターに１時間で行ける人口（万人）

H14

730万人

H19目標

740万人

高齢社会等に対応した安心して生活できる地域づくり安全で安心できる地域づくり

【定義】
最寄りの高度医療施設（救命救急センター）
に自動車専用道路等を利用し、６０分で到達
可能な市町村の人口

救命救急センターへ１時間で到達できる圏域(左)と高齢者率(右)

日本海沿岸東北自動車道
（本荘－岩城（Ｈ１９．９供用））
を利用する救急車

目標達成
740万人 ～由利本荘市・にかほ市の一部が秋田市内の救命救急センター

に１時間で到達可能～

平
成
１
９
年
９
月
供
用

仁
賀
保
本
荘
道
路

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
本
荘
ー
岩
城
）

三次救急医療機関

60分以内に到達できるエリア

道路整備により拡大する
60分以内到達エリア

県境

凡 例

三次救急医療機関

60分以内に到達できるエリア

道路整備により拡大する
60分以内到達エリア

県境

凡 例

≪平成１９年度末≫

本荘IC

松ヶ崎亀田IC

岩城IC

大内JCT

秋田市

由利本荘市

にかほ市両前寺

資料：平成17年国勢調査

30％以上

23.2％～30％

23.2％未満

※23.2％=東北平均

資料：平成17年国勢調査

30％以上

23.2％～30％

23.2％未満

※23.2％=東北平均

高齢者率の高い地域ほど
救命救急センターへ
１時間で到達できない

高齢者率

にかほ ほんじょうほんじょう いわき



「コンパクトシティ」の推進

【目標】都市圏の交通の円滑化、環境の改善を図るため、道路交通渋滞対策や都市鉄道の整備等
公共交通ネットワークの強化を行う。

秋田中央道の整備効果

秋田中央道路
［H19.9］供用（秋田市）

■市街地における都市計画道路の整備率（％）

H14

５５％

H19目標

５９％

魅力ある都市づくり

目標達成

５９％

・Ｈ１９：秋田中央道（秋田市）

・Ｈ１８：郡山駅庚坦原線（郡山市）

・Ｈ１８：下白銀福村線（弘前市）

主要事業

東北地方の市街地における都市計画道路の整備率

59.0%58.2%57.5%
56.3%55.8%55.3%
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整
備
率

（
％

）
こおりやまえきこうたんばら

しもしらがねふくむら



【目標】自然の豊かさを実感できるよう、流域環境・海域環境の保全及び改善を図る。

青森県土淵川における下水道普及率と水質の関係
（大久保橋：BOD75％値）
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弘前処理区及び弘前処理分区
（土淵川流域）

下水道の普及による水質改善により水環境が回復

約30年ぶりに確認された

ハグロトンボ（絶滅危惧種）

アユの遊泳

■下水道処理人口普及率（％）

・山形市公共下水道事業
・秋田県秋田港・雄物川流域下水道事業など

主要事業

H14

４９．５％

H19目標

５９％

東北地方の下水道普及率

49.5%
51.5%

53.6%
55.2%

56.7%
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東北らしい自然環境との共生美しい東北の実現

目標達成

５９％

つちぶち



循環型社会の構築

【目標】資源の有効利用を目指して、静脈物流システムの整備を図る

酒田港におけるリサイクルポート

酒田港北地区
リサイクル施設例

■東北地方の重要港湾における
廃棄物・リサイクル資源取扱量（万㌧）

・酒田港
・能代港
・八戸港
・釜石港

管内のリサイクルポート

H14

198万㌧

H19目標

250万㌧

リサイクルポートのイメージ図

酒田共同火力発電(株)の石炭用ベルトコンベア

公共岸壁2B(-10×170・240m)

専用岸壁(-12.0×240m)

専用岸壁

公共岸壁

臨港道路（計画）

（株）酒田港リサイクル
　　　産業センター

（株）酒田港リサイクル産業センター
平成１９年３月

美しい東北の実現

東北地方重要港湾における廃棄物・リサイクル資源取扱量の推移

釜石港

八戸港

能代港

酒田港

大船渡港

宮古港

久慈港

むつ小川原港
青森港

船川港

秋田港

石巻港

仙台塩釜港

相馬港

小名浜港

東北地方の重要港湾位置図

目標達成

276万㌧
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